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恒三話会

A 
本製品を安全に、また正しくお使いいただくために

必ず本取扱説明書をお読みください。

お読みになった後も大切に保管してください。

本取扱説明書はお手持ちのスマートフォンや

タブレットから右記QRコードを読み込んで

アクセスすることができます。
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lま じ め

このたびは木製品をお買い上げいただき、ありがとうございました。

この取扱説明書は、闘:証副委豪華経の取扱方法と使用上の注意事項について記載しであ

ります。ご使用前には必ず、この取扱説明書を熟知するまでお読みの上、正しくお取扱いた

だき最良の状態でご使用ください。

.お読みになったあとも必ず製品に近接して保存してください。

.製品を貸与または譲渡される場合は、この取扱説明書を製品に添付してお渡しください。

.この取扱説明書を紛失または損傷された場合は、速やかにお買い上げの販売庖または弊社

にご注文ください。

.本割、塵留として知っておくとお得な製品の性能や、製品自体の損傷防止に関する留

意事項を書いてあります。

.なお、品質・性能あるいは安全性の向上のため、使用部品の変更を行なうことがあります。

その燃には、お手元の製品と本書の内容が一致しない場合もありますので、あらかじめ

ご了承ください。

・ご不明なことやお気付のことがございましたら、お買い上げの販売庖または当社にご相談

ください。

A警告サイン

A 印付ぎの下記マーク版社、特に重要な項目ですので、よく読んで必ず
お守りください。

A危険

A警告

A注意

その響告に従わなかった場合、死亡または重傷を負うことになる

ものを示します。

その警告に従わなかった場合、死亡または重傷を負う危険性があ

るものを示します。

その警告に従わなかった場合、ケガを負うおそれのあるものを示

します。





取扱説明書と本機に貼つであるA表示ラベルをよく読み、機械の使い方をよく理解し
た上で使用してください。また、機械を点検して異常がないかを確認してから使用して

ください。

機械を他人に貸すとき、または他人に運転をさせるときは、運転の仕方を教え、本書も

貸与し必ず読んでもらってください。

( 1 )使用する人の条件

次の項目に該当する場合は本機を使用

しないでください。

・飲沼したとき 0

・過労・病気・薬物の影響・その他の理

由により正常な運転ができないとき0

・妊娠しているとき。

・取扱方法を熟知していない人。
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(2 )使用する人の服装

機械に巻き込まれたり、滑って転倒し

たりする事故を予防するため、主主巻き

・腰タオルをしないで、ヘルメット・

滑り止めの付いた靴を着用し、だぶっ

きのない作業に適した服装で安全な作

業をしてください。

( 3)積載量の厳守

本機は、積載量を限定しています。

表示以上の積み過ぎは危険です。

積載量は平地で 200kg、傾斜地作業は
最大傾斜 15度までとし、そのときの積
載量は 150kgです。

(4 )機械の改造厳禁

純正部品や指定以外の部品を取付けな

いでください。

また、改造をしないでください。

改造ダメ

立ピ

(5 )使用目的以外への使用禁止

~ 

万ト

肥料の散布を目的として作られた機械

です。

他の目的には使用しないでください。



( 6)機械を他人に貸すとき

取扱方法をよく説明して、使用前には

『取扱説明書』を必ず読むように指導

してください。

(7)同乗禁止

運転者以外の人を乗せないでください。

( 1) 1年毎の定期点検・整備を

整備不良による不具合や事故を紡止す

るために、 1年毎に定期点検・整備を

受け、機械が最良の状態で作業ができ

るようにしてください。

(2 )作業前の点検・整備を忘れずに

ご使用になる前と後には必ず点検・主主

備を行ってください。

( 3 )点検・整備・掃除をするとき

点検・整備・修理・掃除をするときは、

交通の危険がなく、機械が転倒したり、

動いたりしない平坦で安定した場所で

エンジンを止め、駐車ブレーキまたは

車止めをしてから行ってください

言轟

(4 )点検・整備は加熱部分が冷めてから

マフラやエンジンなどの加熱部分が充

分に冷めてから点検・整備をしてくだ

さい。守らないと火傷する恐れがあり

ます。

(5 )慢性回転に注意

クラッチを切ってもスピンナーは慢性

カでしばらく回転しています。完全に

停止するまで触れないでください。

(6 )機械を常にきれいに

火災予防と性能維持のため、回転部へ

の草などの巻付きやかたまりを取除き

機械を常にきれいにしてください。

，々 '
援物励 ，よ干'

エンジン・マフラ・ベルトカバー・バ

ッテリーなどに枯葉、芝箪がたまって

いるとおもわぬ火災の原因となること

があります。機械を常にきれいにして

ください。
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(7)排気ガスには十分渓意

屋内などでエンジンを始動するときは

エンジンの排気ガスによる一酸化炭素

中毒の恐れがあります。

エンジンの始動は、風通しのよい場所

で行い、やむをえず屋内で始動する場

合には、十分換気を行ってください。

(8 )カバー類を必ず取付ける

カバー類などの防護装置を取外すとき

は、必ずエンジンを止めてから行って

ください。

また、取外したカバー類は必ず元どお

りに取付けてください。守らないと

傷害事故を引き起こす恐れがあります。

( 9 )注油・給油するときは

エンジンを止め、回転部分が完全に停

止してから行ってください。

(1 0)燃料補給時は火気厳禁

燃料補給時は、くわえ煙車やマッチ・

ライターなど裸火照明は絶対に使用し

ないでください。守らないと燃料に引

火し、火災を起こす恐れがあります。

d対7乙f⑧
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(1 1 )こぼれた燃料はふき取る

燃料補給したときは、燃料キャップを

確実に閉め、こぼれた燃料はきれいに

ふき取ってください。守らないと火災

事故を起こす恐れがあります。
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(1 2)マフラ・エンジンのゴミは取り除く

マフラやエンジン周辺に、ワラクズ・

ゴミなどが付着していないか作業前に

点検し、付着していれば取り除いてく

ださい。守らないと火災事故を起こす

恐れがあります。

(1 3)エンジンスイッチの動作確認を

エンジンスイッチをOFFにしてエン

ジンが停止するかを必ず確認してくだ

さい。守らないと傷害事故を引き起こ

す恐れがあります。

(1 4)散布フレームをダンプするときは

点検、メンテナメンスのために散布

フレームをダンプするときは、ダンプ

ストッパーの先端をリベットピンに確

実に入れて沼定してください。怠ると

散布フレームが落下して傷害を受ける

恐れがあります。



(1 5)長期格納するときは

機械を清指し、回転部は充分注油して、

屋内の平坦な場所に保管してください。

重量

( 1 )人や動物を近づけない

特に子供には充分注意し、近づけない

ようにしてください。

(2 )二人以上で作業するときは

二人以上の共同作業では、お互いに声

を掛け合うなどして、安全を確かめ合

いながら作業してください。

白
( 3 )エンジンを始動するときは

散布・1党枠クラッチ、走行クラッチが
必ず切つであることを確認し、周囲の

人に合図をして安全を確かめてから始

動してください。

守らないと傷害事故を引き起こす恐れ

があります。

(4 )散布作業するときは

散布作業中は肥料が左右方向に飛散し

ます。その範囲に人がいないことや障

害物がないことを確認して作業してく

ださい。

.町

また、肥料が飛散して日や呼吸器に入

る恐れがありますので、必ず保護メガ

ネと保護マスクを着用して作業してく

ださい。

保護メガネ着用
保護マスク着用

(5 )急な発進・停止・旋回・スピードの

出しすぎ禁止

スピードの出しすぎ、急な発進・停止・

旋回は、事故の原悶となるだけでなく、

機械の寿命も縮めますので行わないで

ください。

また、起状の多いほ場や傾斜地は、危

険です。作業スピードは極力落として

作業を行ってください。
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安全に作業するために

( 6 )立ち乗り運転の心得

立ち乗り運転時は運転者が振り落とさ

れたり車輔が転倒したりする恐れがあ

りますので、十分注意してください。

また、立ち乗り運転時は 6速を使用し

ないでください。

( 7 )傾斜地で作業するときは

次のことを必ず守ってください。

①等高線に平行、または斜めに走行する

と横転の危険があります。

斜面の作業は必ず等高線に対して直角

方向に走行してください。

②傾斜地で旋回するときは、速度を落と

し、急旋回をおこなわないでください。

高速で旋回すると、転倒する危険があ

ります。 また、傾斜地でのステップに

乗っての作業は転倒、 転落する可能性

がありますので行わないでください。

③傾斜地では駐車しないでください。や

むなく傾斜地に駐車する際には、輪止

めをしてください。

(8 )溝や畦を横断したり軟弱な所を通る

ときは

スリップや転倒による事故を防ぐため

に、幅 ・長さ ・強度が十分あるスリ ッ

プしないアユミ板をかけ、最低速度で

通ってください。

ゆフぐりと

亘σ
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( 9 )作業途中で運転席より離れるときは

平坦な場所に停車し、エンジンを止め、

走行クラッチを切ってください。

(10)後進して作業するときは

後方に障害物のないことを充分確認し、

本機と障害物の聞に人や動物を挟まな

いようにしてください。
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(1 1 )撹祥、散布作業中は

ホッパー上に手を驚く、あるいはホッ

パー内部に手を入れないでください。ア

ジテータに巻き込まれると傷害を負う恐

れがあります。

(1 2)高温油に注意してください

①高温池による傷害を防止するために作

業直後の注油やミッションのオイル交

換はしないでください。作業前か充分

瓶度が冷えてから行ってください。

②火傷やケガを負った場合は、速やかに

医者の診療を受けてください。

高温のときは

( 1 )公選走行はできません

本機で公道を走行すると道路運送箪両

法に違反します。公道を移動するとき

は、トラックなどで運i乏してください。

(2 )トラックなどへの積込み・積降ろしは

平坦な場所でトラックが移動しないよ

うエンジンを止め、サイドブレーキを

かけ、車止めをしてください。

積込んだ機械は、強度が充分にあるロ

ープで確実に固定してください。

以上、機械の取扱で注意していただく主だ、った事項を記載しましたが、これ以外にも

本文の中で A印を付けて安全上の注意事項を表記しております。

au 



①部品コード 001206001930

A 注意 注油箇所

1 駐車11Uると'盆や語需の寝屋と怠りますので H 

oi毘鳴I!島掴するまでお毘み<H¥¥
2 全閣のラベルUdi::l分"付。bねてれるよう"て〈どさい.

3. Il"ii>訟舗'"被@属。にλ"川"にH瞳Eして

〈ださ"，

4 作集中白人や動制e置づ抑制'"どされ，
5 本置かb隠れるとき払必ず"ジンを停止し‘走行クラッチを

切9てSいて<.t:!¥¥， a布7レ-，をダンプするWl，
平君主唱商を運び本フハ'ーが完全に

亀賀t陸地するまでiゆっ〈り倒して<!:~U ， 

本ツ̂ ーが安定す6まで倒さ'"と

盟諸フレー'"干してm
う""れが島ります。

一通 す一
/ S 舗置で"車時限歯止めをして〈ださい

1. RII:'.霊書，盆ずエンジンを広めてかり実施して〈ださい。
8 手、.UtlA固を適量E分に置づIl/:t¥1ょうEして〈ださい4

9 道路走行払道車交量法建を適守して〈ださい.

00120 6 00 I 930 

'"ク 自メフトを外して

内側@ロラチzンに
8略目毎に造語してください。

J 

②部品コード、 001206000800

A 注意
園田... . l'力It-!車B件首醐草畠ず
可圃圃圃~.圏r I 工〉ジ〉を止I/Jて1I~t;;

頓島肝lMさ仏
司臣、画同E、l はずし~まま軍曹すると"ガ
電 ‘ 1<<するおそれがありま乱

警告ラベルの取扱い注意事項

(1)警警告ラベルはいつもきれいにして傷をつけないように、また汚れている場合、中性

洗剤で洗い、軟らかい布で水気を拭いてください。

( 2 )傷ついたり、汚れたり、はがれた場合は、お買い上げの販売庖又は当社に注文し新

しいラベルを元の位置に貼ってください。(ラベルをご注文の際は部品コードをご

連絡ください。)

(3 )警告ラベルが貼つである部品を交換する場合は、新しいラベルを注文して元の位置に

貼ってください。

(4)新しいラベルを貼る場合は、汚れを拭き取り、乾いた面に貼ってください。

気泡は隅の方へ押しながら抜いてください。

一7-



本製品の使用目的について

本製品は、粒状・砂状の肥料の散布作業にご使用ください。

使用目的以外の作業や改造などは、決して行わないでください。

使用目的以外の作業や改造をした場合は、保証の対象になりません。

(機体銘板貼付け位置図)

アフターサービスについて

機械の調子が惑いとき、不調診断に従って

点検・処鷺しでも、なお不具合があるとき

は、お買い上げいただいた販売脂、農協、

または、お近くの当社営業所までご連絡く

ださい。

【連絡していただきたい内容】

.品名と型式

.機体No. (S E R -N 0) 

・ご使用状況は?

(どんな条件でどんな作業をしていたときに)

.どれくらい使用されましたか?

(約00アール、または約00時間使用後)

.不具合が発生したときの状況をできるだけ

詳しく教えてください。

※機体Noは、上図に示す機体銘板に打刻しております。

[今後参考のため、次の空欄に機体No.などを記入しておいてください。]

口
口口

型

機体 No.

(SER-No.) 

名

式

購入年月日

販売店名

自走コンポキャスタ

SC-210F 

年 月

TEL: 

-8-

日

1聖路瓶












































